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　今期の全業種の業況判断D.I.は△20.2と、前期との比較で7.9ポイント下回り、4期連続で悪化しています。
　項目別の業況判断D.I.では、採算△15.4（前期△15.9）と僅かに改善したものの、売上高△15.7（前期△9.8）、資金繰り
△12.8（前期△7.8）、従業員増減△3.7（前期△0.6）の項目で悪化しています。
　業種別の業況判断D.I.では、建設・不動産業に小幅な改善が見られましたが、製造業、卸売業、小売業、サービス業で悪化。
全ての業種でのマイナス判断が続いています。
　独立行政法人中小企業基盤整備機構が実施し、日本商工会議所他2団体が実査した全国調査（以後「全国調査」という。）
との比較では、全業種の業況判断D.I.で全国調査を12.4ポイント上回っているほか、全ての業種において全国調査の業況判断
D.I.を上回る結果となっています。

業況判断D.I.が4期連続の悪化、来期も悪化を予想
●今期（2020年1～3月期）の業況

　来期の業況判断D.I.の見通しは△23.6と今期との比較で3.4ポイント下回ると予想しています。項目別業況判断D.I.見通し
では、従業員増減が△1.7と僅かな改善を予想するも、売上高△22.8、資金繰り△14.2、採算△19.9では悪化を予想しています。
業種別の業況判断D.I.見通しではサービス業が僅かな改善を予想していますが、コロナウイルスの影響を懸念する先行き不安
等から、来期も厳しい見通しとなっています。

●来期（2020年4～6月期）の業況

Ⅰ　全業種（回答351社・・・回答率93.3％）

前　期
2019年10～12月期

今　期
2020年1～3月期

来期予想
2020年4～6月期

全国調査
2020年1～3月期

全 業 種

製 造 業

卸 売 業

小 売 業

建 設 業

不動産業

サービス業

△12.3

△14.2

△13.0

△18.3 △11.6

△29.9△22.4△26.3

△32.6

△30.3

△22.9

△23.6

△27.5

△20.2

快晴
100.0～35.0

晴れ
34.9～20.0

曇り一部晴れ
19.9～7.0

曇り
6.9～△7.0

小雨
△20.1～△35.0

雨
△35.1～△100

本曇り
△7.1～△20.0
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伊勢崎佐波地区中小企業景気動向調査（2020年1～3月期）
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Ⅱ　製造業（回答109社・・・回答率95.6％）

　今期の業況判断D.I.は△27.5と、前期との比較で13.3ポイント悪化
しました。
　全国調査との比較では、業況判断D.I.で全国調査を9.8ポイント
上回りました。
　来期の業況判断D.I.は△30.3と、今期との比較で2.8.ポイントの
悪化を予想しています。

今回のポイント

■主要業況判断D.I.の推移
（D.I.）10

0

△10

△30

△20

伊勢崎佐波地区中小企業景気動向調査（2020年1～3月期）

（対前年同期比判断D.I.）

△ 14.2

△ 13.2

△ 10.4

△ 17.0

13.2

△ 3.8

△ 0.9

△ 16.0

前　期

△ 27.5

△ 21.1

△ 21.1

△ 20.2

15.6

△ 5.5

△ 7.3

△ 15.6

△ 30.3

△ 23.9

△ 22.0

△ 26.6

13.8

△ 9.2

△ 0.9

△ 17.4

△ 37.3

△ 39.5

△ 21.3

△ 36.2

32.5

△ 8.1

△ 7.1

△ 27.1

業 況

売上（加工）高

資 金 繰 り

採 算

原材料仕入単価

原 材 料 在 庫

従 業 員 増 減

設 備 操 業 率

今　期 来期見通し 全国調査

32.6％

△ 6.5

前　期

借入金実施（計画）割合

借入難易度（D . I .）
18.9％

△ 6.3

今　期

18.9％

ー    

来　期

31.6％

0.0

前　期

借入金実施（計画）割合

借入難易度（D . I .）
22.2％

△ 5.6

今　期

27.8％

ー    

来　期

業況 売上（加工）高 資金繰り

生産設備
ＯＡ

工場建物
車輌

付帯施設
その他
土地

福利厚生

■設備投資の実施・計画内容（複数回答） ■経営上の問題点（複数回答）

原材料価格の上昇

人件費の増加

熟練技術者の
確保難

製品ニーズの
変化への対応

製品（加工）単価の
低下・上昇難

従業員の確保難

需要の停滞

設備投資実施（計画）割合 11.9%

今　期 来　期

13.8%

　今期の業況判断D.I.は△4.3と、前期との比較で0.1ポイント悪化
しました。
　全国調査との比較では、業況判断D.I.で全国調査を33.6ポイント
上回りました。
　来期の業況判断D.I.は△13.0と、今期との比較で8.7ポイントの
悪化を予想しています。

今回のポイント

■主要業況判断D.I.の推移
（D.I.）30
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前　期

△ 4.3

4.3

4.3

0.0

17.4

13.0

△ 8.7

0.0

△ 13.0

△ 26.1

△ 4.3

△ 8.7

△ 4.3

8.7

△ 13.0

0.0

△ 37.9

△ 39.2

△ 16.2

△ 35.4

△ 2.6

26.8

△ 12.4

△ 4.4

業 況

売 上 高

資 金 繰 り

採 算

売 上 単 価

仕 入 単 価

在 庫 数 量

従 業 員 増 減

今　期 来期見通し 全国調査

ＯＡ
付帯施設

土地
倉庫
車輌
店舗

福利厚生
その他

■設備投資の実施・計画内容（複数回答） ■経営上の問題点（複数回答）

販売単価の
低下・上昇難

大企業の進出
による競争の激化
小売業者の進出
による競争の激化

人件費以外の
経費の増加

需要の停滞

仕入単価の上昇

従業員の確保難

Ⅲ　卸売業（回答23社・・・回答率88.4％）
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業況 売上高 資金繰り 設備投資実施（計画）割合 8.7%

今　期 来　期

21.7%
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18.4％

△ 2.6

前　期

借入金実施（計画）割合

借入難易度（D . I .）
15.3％

△ 5.6

今　期

15.3％

ー    

来　期

39.7％

3.4

前　期

借入金実施（計画）割合

借入難易度（D . I .）
37.5％

3.6

今　期

35.7％

ー    

来　期

Ⅳ　小売業（回答83社・・・回答率93.2％）

　今期の業況判断D.I.は△19.3と、前期との比較で5.5ポイント悪化
しました。
　全国調査との比較では、業況判断D.I.で全国調査を21.7ポイント
上回りました。
　来期の業況判断D.I.は△22.9と、今期との比較で3.6ポイント悪化
を予想しています。

今回のポイント

■主要業況判断D.I.の推移
（D.I.）0

△10

△20

△30

（対前年同期比判断D.I.）

△ 13.8

△ 11.5

△ 10.3

△ 20.7

△ 18.4

26.4

△ 4.6

2.4

前　期

△ 19.3

△ 21.7

△ 13.3

△ 20.5

△ 10.8

15.7

△ 13.3

0.0

△ 22.9

△ 25.3

△ 10.8

△ 20.5

△ 14.5

12.0

△ 9.6

△ 3.7

△ 41.0

△ 43.3

△ 27.7

△ 39.7

△ 27.7

20.9

△ 21.4

△ 6.5

業 況

売 上 高

資 金 繰 り

採 算

売 上 単 価

仕 入 単 価

在 庫 数 量

従 業 員 増 減

今　期 来期見通し 全国調査

その他
倉庫
車輌
ＯＡ

付帯施設
店舗
土地

福利厚生

■設備投資の実施・計画内容（複数回答） ■経営上の問題点（複数回答）

消費者ニーズの
変化への対応

大型店・中型店の
進出による競争の激化

販売単価の
低下・上昇難

購買力の他地域
への流出

店舗の狭隘
・老朽化

需要の停滞

仕入単価の上昇

　今期の業況判断D.I.は△6.7と、前期との比較で1.4ポイント改善
しました。
　全国調査との比較では、業況判断D.I.で全国調査を4.9ポイント
上回りました。
　来期の業況判断D.I.は△18.3と、今期との比較で11.６ポイント悪化
を予想しています。

今回のポイント

■主要業況判断D.I.の推移
（D.I.）20

0

10

△10

（対前年同期比判断D.I.）

△ 8.1

△ 8.1

1.6

△ 9.7

△ 8.1

19.4

3.2

前　期

△ 6.7

0.0

△ 1.7

1.7

△ 1.7

20.0

△ 6.7

△ 18.3

△ 18.3

△ 8.3

△ 11.7

△ 16.7

20.0

△ 1.7

△ 11.6

△ 13.3

△ 6.1

△ 15.2

△ 17.4

40.2

△ 4.3

業 況

売 上 高

資 金 繰 り

採 算

受 注 額

材 料 単 価

従 業 員 増 減

今　期 来期見通し 全国調査

ＯＡ
建物
車輌
土地
その他
付帯施設
建設機械
福利厚生

■設備投資の実施・計画内容（複数回答） ■経営上の問題点（複数回答）

材料の入手難

取引条件の悪化

従業員の確保難

熟練従業員の
確保難

請負単価の
低下・上昇難

材料価格の上昇

民間需要の停滞

Ⅴ　建設業・不動産業（回答60社・・・回答率93.7％）
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伊勢崎佐波地区中小企業景気動向調査（2020年1～3月期）

業況 売上高 資金繰り

業況 売上高 資金繰り

設備投資実施（計画）割合 7.2%

今　期 来　期

10.8%

設備投資実施（計画）割合 28.3%

今　期 来　期

18.3%
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【調査対象企業数・回答企業数】

今回の調査について

Ⅵ　サービス業（回答76社・・・回答率91.5％）

　今期の業況判断D.I.は△26.3と、前期との比較で12.4ポイント悪化
しました。
　全国調査との比較では、業況判断D.I.で全国調査を3.6ポイント
上回りました。
　来期の業況判断D.I.は△22.4と、今期との比較で3.9ポイントの
改善を予想しています。

今回のポイント

■主要業況判断D.I.の推移
（D.I.）0

△10

△30

△20

■設備投資の実施・計画内容（複数回答） ■経営上の問題点（複数回答）

消費者ニーズの
変化への対応

利用料金の
低下・上昇難

材料等仕入
単価の上昇

店舗施設の
狭隘・老朽化

新規参入
業者の進出

需要の停滞

従業員の確保難

（対前年同期比判断D.I.）

△ 13.9

△ 7.6

△ 8.9

△ 15.2

△ 1.3

26.6

△ 9.0

前　期

△ 26.3

△ 19.7

△ 14.5

△ 21.1

△ 7.9

17.1

△ 1.3

△ 22.4

△ 21.1

△ 14.5

△ 19.7

△ 18.4

11.8

△ 1.3

△ 29.9

△ 29.7

△ 20.3

△ 31.7

△ 8.3

33.7

△ 7.1

業 況

売 上 高

資 金 繰 り

採 算

客 単 価

仕 入 単 価

従 業 員 増 減

今　期 来期見通し 全国調査

ＯＡ
土地

車輌運搬具
建物

サービス設備
その他
付帯施設
福利厚生

114

26

89

64

83

376

調査対象企業数

109

23

83

60

76

351

95.6%

88.4%

93.2%

93.7%

91.5%

93.3%

製 造 業

卸 売 業

小 売 業

建設・不動産業

サ ー ビ ス 業

合 計

回答企業数 回答率

【調査方法】

※毎回テーマを設け「特別調査」を実施しております。

2020年3月

① 今期の状況：前年の同時期（2019年1～3月期）と比較した今期（2020年1～3月期）の状況及び
前期（2019年10～12月期）と比較した今期（2020年1～3月期）の状況

② 来期の見通し：前年の同時期（2019年4～6月期）と比較した来期（2020年4～6月期）の状況

伊勢崎市及び佐波郡玉村町内の事業所

伊勢崎商工会議所及びアイオー信用金庫の調査員による面談または聞き取り

調 査 内 容

調 査 方 法

対 象 企 業

調 査 時 期
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伊勢崎佐波地区中小企業景気動向調査（2020年1～3月期）

業況 売上高 資金繰り 設備投資実施（計画）割合 17.1%

今　期 来　期

14.5%

30.2％

0.0

前　期

借入金実施（計画）割合

借入難易度（D . I .）
16.7％

△ 1.7

今　期

11.7％
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来　期
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【外国人・海外情勢と中小企業】

1  外国人と接する機会

■外国人と接する機会についての実感

3  外国人･外国企業向けの売上げが占める割合

■外国向けの売上げ増加への取組み

4  外国向けの売上げ増加への取組み

2  外国人労働者の雇用

■外国人労働者の雇用

■売上全体に占める外国人・外国企業向けの割合

5  経営上注目している海外情勢

■経営に影響する海外情勢 

■雇用している　従業員全体に占める外国人労働者の雇用割合

■雇用していない　今後の採用予定

特 別 調 査

6

50％以上

外国向けの売上げはない

10％～20％

10％未満

20％～30％

30％～40％

40％～50％

雇用している
16.2%

雇用していない
83.8%
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行っていない
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■外国向けの取組みを行っている

経営に影響する海外情勢はない

イギリスのEU離脱

その他
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　海外からの旅行客（インバウンド）の増加や、

外国人労働者の受入れ拡大など、日本と海外

とのつながりが強まっています。

　そこで、近年、貴社を取り巻く事業環境や

地域社会の中で、外国の方と接する機会が

増えているという実感はありますか。

0 50 100 150 200 250

増えている

非常に増えている

変わらない

減っている

非常に減っている

18                                 　　　　　　　　　　　　　　　 

41                                                                       

232

3                                                                                      

3                                                                                      

0 50 100 150

営業力の強化

製品・商品・サービス面の開発強化

ネットや広告による情報発信

海外拠点の設置・強化

その他

8

7

3 

2 

3 

0 15 30

50％以上

40％～50％

30％～40％

20％～30％

10％未満

10％～20％

2　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3                                                           

6                                                  

15                     

22

0 50 100 150 200 250

雇用する予定あり

雇用する予定なし

14                                                                                 

235

■外国向けの取組みを行っていない
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株式会社中島自動車電装
会社概要
創 業
設 立
代 表 者
所 在 地

T E L
資 本 金
売 上 高
従業員数

昭和45年10月8日
平成  2年11月2日
代表取締役　中島 朗
伊勢崎市連取町3290-5
〔前橋センター〕前橋市駒形町1506
0270-24-5678
1,000万円
746百万円　　　
34名

主要取引先
地方自治体および一部事務組合、廃棄物処理業界、
家電リサイクルプラント、自動車リサイクル業界

事業内容
スプレー缶等の処理装置、冷媒フロン回収機、
HC（炭化水素）回処理装置の製造販売およびメン
テナンス、再生可能エネルギーの発電事業

企 業 紹 介

7

【経営理念】

・環境保全に役立つ独創的な技術や商品を提供します。

・顧客重視に徹し、心のこもったサービスとメンテナ

　ンスを提供します。

・地域社会に貢献できる新事業の開発と展開をめざし

　ます。

【環境技術】

　ニッチトップとして当社のフロンガス回収機は全国

の家電リサイクルプラントのシェア100％を2012年

より維持しているほか、スプレー缶処理装置「安心カン

カン」は2011年に中小企業庁長官賞を受賞するなど、

独創技術で環境に貢献するものとして高い評価を受け

ており、他の追随を許しません。

【不撓不屈の経営者】

　開拓精神にあふれ、度重なる試練に直面しても、

強力なリーダーシップで社員を引張ってきました。

環境機器開発時に、業績が悪化した時も大胆な行動と

緻密な管理で一人の社員も辞めさせることなくリス

トラを行わずに乗り切りました。

【今後の展開】

　熱い情熱と使命感に燃えた事業展開の結果、2019年

の秋には、永年の貢献に対し旭日単光章を受章しまし

たが、まだまだ事業意欲に衰えはありません。これ

までの3本の柱に加え、再生可能エネルギーを生かした

農業分野への進出を検討しているところです。今後も

先駆的オンリーワン企業として誰もいない見晴らしの

良い丘、ライバル社が少ない分野を目指していきます。



経営の繁栄と発展を
お手伝いいたします
1 創業・起業支援
2 成長支援
3 経営革新支援
4 経営改善・再生支援
5 事業承継・M＆A支援

新入社員研修会 アイオー・ビジネススクール

アイオー・ビジネスクラブ 新現役マッチング交流会

地方創生の への取り組み

愛をもって応援します！

詳しくは本支店の窓口までお問い合わせください。


